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国際ロータリー第����地区
����-����年度ガバナー
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地区重点課題

�.ロータリーの原点回帰と未来変革
�.地区とクラブの関係をより密接な「エンゲージメント」とする
�.地区戦略計画の実践：［若者と親しみ、ロータリーを繋ごう］
�.ポリオ根絶運動のビッグキャンペーンを実施
�.パートナーシップとの共同奉仕活動
�.地区の数字目標達成
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ロータリーは学び舎であり、また遊び場である
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ロータリーアクションは世界を変える

地区スローガン

ナリー会長の実弟イアンさんがうつ

病となり自殺したと言う事実です。

このことをマッキナリー会長は国際

協議会で、初めて公表されました。イ

アンさんは大学を卒業後、ロンドン

でローターアクターとして活動して

いました。そのイアンさんは、うつ病

を患い2014年に自ら命を絶ったの

です。周囲の家族は、「何故イアンさ

んの苦しみに気づけなかったの

か？」、「もっと何かできたのではな

いか？」と今でも自問し続けていま

す。マッキナリー会長が実弟のこと

を話したのは、同情してもらうため

ではなく、メンタルヘルスの問題は

誰にでも振りかかる可能性があると

言うことを周知してもらうためでし

た。

　マッキナリー会長は、ロータリー

がこのメンタルヘルスへ取り組むた

めに３つの要項を挙げられました。

① 心の健康の話題を伴うスティグ

　マ（偏見）の解消

　マッキナリー会長が話されたよう

にメンタルヘルスの問題は誰にでも

起こると言うことです。そしてメン

タルヘルスそのものについてのタブ

ーをなくさなければなりません。私達は体の健

康を害した人たちを十分理解し、全力でサポー

トします。しかしながら、心の健康を害した人

たちに対しては、やや偏見を持ち、積極的な関

わりを躊躇することが多いかもしれません。体

の健康と心の健康は同じプラットフォームに

あることをしっかりと自覚しなければならな

いのです。

② メンタルヘルスのニーズに関する認識の向

　上

　ＣＯＶＩＤ-19パンデミック感染により、

人々は感染する不安や重症化さらに死に至る

恐怖を抱えていました。日本でも一時緊急事態

宣言が発せられ、街から人が消えてしまったの

です。また東京オリンピック・パラリンピック

も無観客での開催を強いられました。このよう

に人々は孤独の不安とも闘わなければならず、

さらに経済的にも大打撃を受けたのです。当時

医療従事者への誹謗中傷は目を覆うものがあ

りました。特に問題となったのはスタッフの家

「ロータリーとメンタルヘルス」

　本年度国際ロータリー会長であるゴードン

Ｒ．マッキナリー氏は、１月に開催された国際

協議会のスピーチで、「メンタルヘルス」への取

り組みを新しいロータリー指針として強調さ

れました。その背景にあるのは、一つはＣＯＶ

ＩＤ-19bパンデミック感染による影響です。世

界中を席巻した、この予想外の長期におよぶ大

災害は社会を分断し、多くの人々を傷つけ苦し

めて来ました。ロータリーは会員と奉仕を受け

る人の両方のメンタルヘルスを支えるために

アクションしなければならないと、会長は述べ

られました。そしてもう一つの背景は、マッキ

族・子供さんへの差別です。医療従事者の子供

さんが保育園への通園を拒否されると言う、非

人道的な事例が多発したのです。経済面への影

響も大きく、飲食業サービス業の売上は８９％

減、宿泊業の売上は９４％減であったと報告さ

れています。これらの事実は多くの人々を精神

的に傷つけ、苦しめて来たのです。

③ メンタルヘルスへの支援や治療へのアクセ

　ス改善

　労働者の職場でのストレス軽減そして職場

環境の改善を目的とし、平成27年に

「ストレスチェック制度」が実施され

ました。これにより身体的な健康チ

ェックだけでなく、心因的な健康チ

ェックも義務付けられたのです。ま

た考案されている「メンタルヘルス

トリアージ」を参考にすることで、自

分達の周りにいる人々への支援の手

を差し伸べることも可能となりま

す。一方国際ロータリーではメンタ

ルヘルスを学ぶ学生を支援するため

ロータリー奨学金を活用していま

す。さらに第2720地区では本年５月

14日に開催した地区研修・協議会で

は特別講師として、前九州大学医学

部精神科特任教授で、現メンタルク

リニックアイリス院長の「吉田敬子

先生」をお招きし、ご講演いただきま

した。メンタルヘルスケアの基本的

なお話から、患者への具体的なアプ

ローチ方法を理論的に、かつ系統的

にプレゼンしていただき、非常に好

評な講演でした。

　最後にマッキナリー会長はこう述

べています。

「精神疾患や心の健康は触れにくい

トピックかもしれませんが、人が幸

福になることは大切なことです。」

「精神的安全な環境をつくることは、私達と関

わるすべての人を歓迎し、公平で、インクルー

シブな世界に繋がるということです。」

　私達ロータリー会員は、ロータリーの仲間そ

して周りの人々の心の平和のため、「メンタル

ヘルス」に関心を持ち、積極的に関わって行か

なければならないのです。
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～日田市豆田のアプロディール紙音にて～
三村ガバナーエレクト壮行会

　三村彰吾ガバナーエレクト壮行会が日田市

『紙音』にて、12月2日（土）開催されました。

　この壮行会は、2024年1月7日よりオーラン

ドで行われる国際協議会へ出席されるご予定

の三村ガバナーエレクトへエールをお送りす

るものです。多くのパストガバナーにもご参加

いただき、代表して2名の方より激励のお言葉

を頂きました。

　当日は、2024～25年度 第2回ガバナー補佐・

部門長会議、その後現新の合同会議も行われ、

壮行会に参加頂き親睦を深めました。

　国際協議会が終わると、地区チーム研修会・

PETS・地区協議会と3大研修が行われ、7月には

本番を迎えることとなり、三村年度の準備が本

格的に始まります。

国際ロータリー第����地区

三村彰吾ガバナーエレクト壮行会開催
次年度地区幹事 西山  晃史（熊本りんどうRC）





～アオーゼ日田で開催～
第�回 ガバナー補佐・部門長会議
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人 吉

矢 野　敬 之

愛 甲 　 康

税理士

産婦人科医
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ホテル
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寄付金のご協力感謝いたします

吉永 晃一郎 会員
荒尾RC

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
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クラブ名
グ
ル
ー
プ

年初
(7/1） 当月末 本年度

入会者
本年度
退会者

本年度
増減

会員数

山 鹿
玉 名
荒 尾
玉 名 中 央
（ 4 R C ）
阿 蘇
肥 後 大 津
菊 池
肥 後 小 国
熊 本 菊 南
熊 本 '05 福 祉
熊 本 り ん ど う
（ 7 R C ）
熊 本
熊 本 東
熊 本 北
熊 本 東 南
熊 本 城 東
熊 本 グ リ ー ン
熊 本 平 成
熊本水前寺公園
（ 8 R C ）
熊 本 南
熊 本 江 南
熊 本 西 南
熊 本 西
熊 本 中 央
熊 本 西 稜
（ 6 R C ）
八 代
八 代 北
八 代 南
宇 土
八 代 東
宇 城
（ 6 R C ）
人 吉
水 俣
多 良 木
芦 北
人 吉 中 央
（ 5 R C ）
天 草
牛 深
西 天 草
天 草 中 央
天草パールライン
（ 5 R C ）
熊 本 41RC 計

クラブ名
グ
ル
ー
プ

年初
(7/1） 当月末 本年度

入会者
本年度
退会者

本年度
増減

会員数

中 津
日 田
中 津 中 央
日 田 中 央
玖 珠
中 津 平 成
（ 6 R C ）
豊 後 高 田
宇 佐
杵 築
杵築 oneheart 衛星
く に さ き
宇 佐 八 幡
宇 佐 2 0 0 1
（6RC+1RSC）
別 府
別 府 北
別 府 東
日 出
別 府 中 央
湯 布 院
（ 6 R C ）
大 分
大 分 東
大 分 臨 海
大 分 南
大 分 中 央
大 分 1 9 8 5
大 分 城 西
大分キャピタル
大分キャピタル OliOli 衛星
2720J.O.K.REC
（9RC+1RSC）
竹 田
佐 伯
臼 杵
津 久 見
豊 後 大 野
佐 伯 MARINE
（ 6 R C ）
大分 33RC+2RSC 計
74RC+2RSC 総計
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